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かけはし１３９号の誌面 

p1 地推協会長挨拶 

教育フォーラム御案内 

p2 連載特集『峡南地域の食材』 

No.11 ・大自然体験会 

p3 異校種連携セミナー講演要旨 

p4  防災サマーキャンプ・高校体験 

入学 
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去る６月２４日に開催されました峡南地域教育推進連絡協 
議会の総会において、会長に選任されました。４名の副会長 
さんをはじめ、役員の皆様方や関係機関の皆様方の御協力を 
いただきながら、峡南地域のよりよい教育を推進するために、 

微力ではありますが、努力し 
て参りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
この協議会は、平成１７年に設立されました。少子化、核家族化、人々

のつながりや共同体意識の希薄化などにより、家庭や地域の教育力が低下

しているという認識の中で、子どもの健やかな成長のために家族、学校、

地域がそれぞれの役割と責任を果たしていくには、どのように連絡協力し

ていけばいいのかという命題克服のために設立されました。この地域の現

状を見ますととても必要な事だと思います。課題があるからこそ、その課

題を克服するために頑張ろう！と思うようにもなります。この地域を愛し、

この地域で活躍してくれる子どもたちを一緒に育てて行きましょう。その 
ために地域教育フォーラム、異校種連携セミナー、子育て学習会、情報誌 
「かけはし」の発行などを行っています。地域の指導者の意識を高め、子

育て世代への学習の場の提供、異校種間の情報の共有化などに効果が見られます。この会も１０年を過ぎ、

新たな気持ちをもって、取り組んで行きたいと考えています。結びに、本会の益々の充実のために関係者

各位の御指導、御協力をお願いし、あいさつといたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地推協 江本たまき 新会長 

峡南地域教育フォーラムの御案内

◇日 時 平成２７年１１月１７日（火）午後２時～４時４０分（受付開始 午後１時３０分） 
◇会 場 身延町総合文化会館 ２階会議室（身延町羽木井４０７ ℡０５５６－６２－２１１０） 
◇内 容  実践発表 「子どものよさと意欲を引き出す働きかけ」 

発 表 者 身延山高等学校 手話コミュニケーション部顧問 小澤伸英 先生 
 

講 演 会 「子どものやる気を育てるほめポイント」 
講  師 上級教育カウンセラー・上級プロフェッショナル心理カウンセラー 齋藤正志 氏 

 

◇参加者 峡南地域の保育所・幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校の保護者・教職員、教育
委員会関係者、地推協関係者、子育てに関心のある地域住民の皆様どなたでも 

◇申込み １１月１０日（火）までに、電話、ファックス、メールにて、担当まで御連絡ください。 
◇申込先 山梨県教育庁 峡南教育事務所 地域教育支援担当 佐藤・田代 

 TEL：0556-22-8154  FAX：0556-22-8144 
eメール：satou-uwrh@pref.yamanashi.lg.jp（佐藤） 

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
mailto:satou-uwrh@pref.yamanashi.lg.jp
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 早川町「茂倉ウリ」と食改さん 
【早川町の自然環境】 

早川町は県の南西部に位置し、日本で最も人口の少ない町、南アルプスの山々

に囲まれた自然豊かな町です。町のほぼ中央を、町名の由来にもなった富士川の支流早川が貫流しており、大小

の滝や渓谷が、美しい渓谷美を作り出しています。また、開湯1300年の歴史を有する「西山温泉」をはじめ、

町内各地に温泉が点在し、温泉ファンを魅了しています。 

【茂倉ウリ】 

１３０年以上前から茂倉集落に伝わる在来種のきゅうりで、普通のきゅうりに比べ太くて短めで、強く重く、

瑞々しく甘い香りが特徴です。水分を多く含む茂倉ウリは、夏の暑さを乗り切るのに最適と言われています。定

番料理は「冷や汁」で、冷やしただし汁に味噌を加え、千切りの茂倉ウリ、大葉、みょうが、ネギ、ゴマ、氷等

を入れて作ります。早川町の食改さんに作っていただきましたが１０分ほどで完成、とても美味しい一品でした。 

 

 

 

皮をむいて     →   千切りにして  → 用意しただし汁に入れる → 味噌やごま等を入れて →  冷や汁の完成 

【早川町の食改さん】 

早川町の食改さんは、辻美江子会長を含め現在２９名です。町内のアンケート調査によ

り、朝食をとらない若者が多いことが判明したため、小学生の時期から自ら調理できる子

どもを増やそうと、５年前から小学生向けの料理教室を行ってきました。今年度は、「お

やこの食育教室事業」として、町内親子を対象に、バランスのとれた料理の講習会を実施

する予定です。訪問した日も、近藤節子副会長中心に入念に打ち合わせをしていました。 

【おばあちゃんたちの店】 

地元のおばあちゃんたちによる「おばあちゃんたちの店」は、新倉（あらくら）地区にあり、町の特産品など 

の販売所、地域のコミュニケーションの場として、オープンしました。現在は、南アルプス生態邑 町営ヘルシ

ー美里/野鳥公園（大西信正所長）が、その経営を引継いで行っています。店頭には、茂倉ウリをはじめ地域の特 

産品が数多く並べられていました。地域の方々や多くの観光客で大変賑わっていました。 

 

 

 

 

 

 

大自然体験会  （富士川町増穂ふるさと自然塾） 
 

７月３０日（木）～３１日（金）の１泊２日で大自然体験会が行われました。目的は、

大自然の中で、野外体験活動や自然の観察をしながら環境問題の興味・関心を高めること、

異年齢集団での宿泊活動を通じて自主性・協調性を育てるとともに、地域ジュニアリーダ

ーの育成を図ることです。放課後子どもプラン事業の一環として、富士川町教育委員会が

主催、青少年育成富士川町民会議が共催し、富士川町内の小学４年生～６年生の１９名が参加しました。初日は、

会場となるふるさと自然塾で、テント張り、野外炊飯、ナイトハイクを行いました。二日目は、野外炊飯、昼食

のおにぎり作り、メイン行事である大自然ウォークラリーを行いました。ふるさと

自然塾→旧増穂西小学校→利根川センターまで、約６時間かけて班ごとに歩いて下

山していきました。途中、舂米内の自然や文化財を巡ったり、班対抗ゲームを楽し

んだりしました。ゴールの利根川センターには、子どもの到着を待つ保護者の姿が

ありましたが、元気に帰ってきたお子さんを見て、たくましく感じたことでしょう。

子どもたちは、大自然の中での数々の体験を通して大きく成長できたことと思いま

す。この貴重な体験をこれからの生活に生かしてほしいと思います。 




